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   Ｃ０８Ｋ   5/3415   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/524    (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月6日(2013.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ヨウ素、臭素又は塩素を含有する硬化部位を含む非晶質ペルオキシド硬化性フル
オロポリマーと、
　（ｂ）半減期が１０時間である温度が９０℃以下である有機ペルオキシドと、
　（ｃ）助剤と、
　を含む組成物であって、前記非晶質フルオロポリマーは、２５℃及び０．１ｒａｄ／ｓ
にて３００ｋＰａ以下の貯蔵弾性率を有し、
　前記フルオロポリマーの９０％硬化時間は、ＡＳＴＭ　Ｄ５２８９－０７で封止式ねじ
りせん断ロータレス加硫試験機により測定すると、１１０℃において３０分未満である、
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組成物。
【請求項２】
　前記有機ペルオキシドが０．１ｐｈｒ～５ｐｈｒで存在する、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　前記有機ペルオキシドが、ｔ－ヘキシルペルオキシ－２－エチルヘキサノエート、ｔ－
ブチルペルオキシ－２－エチルヘキサノエート、ジ（４－メチルベンゾイル）ペルオキシ
ド、ベンゾイルペルオキシド及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項
１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記硬化部位が末端基である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　ヨウ素、臭素又は塩素の重量パーセントが前記フルオロポリマーの合計重量に基づき０
．２～２の範囲である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記硬化部位がペルフルオロ化連鎖移動剤に由来する、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記フルオロポリマーが、ＡＳＴＭ　Ｄ１６４６－０６　ＴＹＰＥ　Ａに従うと、１０
０℃にて１２以下のムーニー粘度（ＭＬ１＋１０）を有する、請求項１に記載の組成物。
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